
社会福祉法人の課税化阻止・・・“非課税 絶対死守”！ 

「これからの介護と福祉を守る 1000 人集会」のご案内 
 

2025 年には国民の 3 人に 1 人が 65 歳以上高齢者となり、その 7 割は「一人暮らし・夫婦のみ」と

いう時代が訪れます。認知症を有する方についても、既に 462 万人を超えていると言われています。 

こうした状況に際し、政府は「社会保障・税一体改革」にもとづく消費税の引上げ、地域包括ケア

システムの確立など介護・医療・福祉サービスの充実強化を図ることとしています。 

その一環として、「措置から契約」型サービスとして保育・介護領域への民間参入、「準市場化」を

進めてきました。 

その結果、営利法人とのイコールフッティングを図るべき、一層の規制緩和・市場拡大を図るべき

とする「市場論理」に基づく社会福祉法人制度へのアンチコマーシャルが繰り返され、ついに企業に

対する法人税引き下げのバーターとして、政府税制調査会が「社会福祉法人の非課税措置を見直

すべき」（平成 26 年 6 月 27 日）とする意見をとりまとめるに至りました。 

これには、いわゆる「内部留保金」の存在、財務諸表等のネット公開の不十分さ、世襲的経営など

の指摘に端を発した批判が背景にあるとしても、社会福祉法人ゆえの規制、ときに過剰な行政指導、

それでも民間社会福祉事業者として、国民の福祉を支えてきた歴史などの実態を軽視した議論は、

我が国の社会福祉存亡の危機と言える事態です。 

 

こうしたなかにあって、厚生労働省は「社会福祉法人のあり方等検討会」（平成 26 年７月４日）報告

により、これまで以上の法人運営の透明性確保とガバナンスの構築、地域ニーズに則した公益事業

の実施など、国民が求める介護・福祉サービス及び制度の狭間にある福祉問題解決を担う公益法人

事業体としての一層の前進・改革を明らかにしました。 

全国老施協は、このような議論に積極的に参画し、これまで以上に高齢者福祉・介護を担う社会

福祉法人組織として、率先して行動していく決意を新たにしました。それを受けて厚生労働省はじめ、

関係各団体と一丸となった「地域のために打つ手を尽くす」ネットワークが拡がりを見せています。 

さらに「自由民主党介護福祉議員連盟」、「地域の介護と福祉を考える参議院議員の会」をはじめ、

これからの介護・福祉を憂う国会議員各位とも連携し、社会福祉法人のさらなる進化と非課税措置の

絶対堅持を進めてきたところです。 

 

今こそ、21 世紀の超高齢社会における社会福祉水準を引き上げていくために、我々は断固たる

姿勢を示し、この逆風を跳ね返していかねばなりません。 

天王山となる秋口以降の税制・規制改革議論に向けて、福祉現場の声を一点に集中し、突破口

を切り開くべく、「これからの介護と福祉を守る 1000 人集会」に、各位の結集をお願いいたします。 

 
 
 平成 26 年 9 月 
 
 

公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

会 長   石 川   憲   
 

関 係 各 位 
  



 
       公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

「これからの介護と福祉を守る 1000 人集会」 
 

○期 日  平成 26 年9 月 25 日（木）13：00～14：30 

 

○場 所  ザ・キャピトルホテル東急「鳳凰」（１階） 

（〒100-0014 東京都千代田区永田町 2-10-3 Tel 03-3503-0109） 

 

○内 容 （１）開会挨拶・趣旨説明・決意表明 13:00-13:20 

石川 憲 公益社団法人全国老人福祉施設協議会会長 

（２）関係団体挨拶・意見表明 13:20-13:40 

全国社会福祉法人経営者協議会 

保育関係団体 他 

（３）激励ご挨拶 13:40-14:20 

野田 毅 介護福祉議員連盟会長 

吉田博美 地域の介護と福祉を考える参議院議員の会会長 他 

（４）集会アピール採択・行動提起  14:20-14:30 
 

 

 



       公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

 

＜全国老施協セミナー＞ 

「21 世紀・これからの日本 社会福祉法人の使命と課題」 
 

超高齢化・人口急減社会となった我が国における高齢者医療・介護制度の改革が、世界

的にも先進的な事例として注目されています。 

これからの日本を描くに相応しい介護・福祉のあり方とはいかなるものか、担い手としての

社会福祉法人に求められるものは何かを探るべく、全国老施協セミナーを開催します。 

 

 

○期 日  平成 26 年9 月 25 日（木）15:00～16:45 
 

○場 所  ザ・キャピトルホテル東急「鳳凰」（１階） 

（〒100-0014 東京都千代田区永田町 2-10-3 Tel 03-3503-0109） 

 

○参加費  無料 

 

○内 容 

＜プログラムⅠ＞ 15：00-16：00 

○行政説明「介護保険制度と社会福祉法人の現状について」（仮） 

講 師 ： 辺 見   聡  氏 

（厚生労働省老健局高齢者支援課課長） 

 

＜プログラムⅡ＞ 16：00-16：45 

○講 演「今後求められる社会福祉法人の姿を探る」（仮） 

講 師 ： 松 原 由 美  氏 

（株式会社明治安田生活福祉研究所福祉社会研究部主席研究員） 

 

 

 

[お問い合わせ先] 

公益社団法人全国老人福祉施設協議会  事務局（担当：村上、伊藤、國井） 

〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-7-1 塩崎ビル 2 階 

TEL：03-5211-7700 / FAX：03-5211-7705 / E-mail：js.jimukyoku@roushikyo.or.jp 

 



申込日  平成   年   月   日 

公益社団法人全国老人福祉施設協議会 行

（1000 人集会申込受付専用）   ＦＡＸ：０３-５２１１-７７０６
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                

○法人名               ○連絡先（ご担当者名） 

 

                                      

○ＴＥＬ：              ○ＦＡＸ： 

 

                                     

 

施設 

種別 
施 設 名 参加者名 

全国セミナー 
（〇で囲んでください） 

   参加 ・ 不参加

   参加 ・ 不参加

   参加 ・ 不参加

   参加 ・ 不参加

   参加 ・ 不参加

 
※５名以上でのご参加の場合、本紙をコピーしてご利用ください。 

 

都道府県・指定都市： 

社会福祉法人の課税化阻止・・・“非課税 絶対死守”！ 

「これからの介護と福祉を守る 1000 人集会」 

参 加 申 込 書 


